
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介して監視カメラおよび携帯端末と通信が可能な監視システムセン
タ装置であって、
　上記監視カメラから受信した撮影画像データを格納する画像データ記録手段と、
　上記画像データ記録手段に記録されている原始データとしての撮影画像データから、上
記携帯端末によって指示された部分領域の画像データを抽出する部分画像抽出手段と、
　上記部分画像抽出手段によって抽出された部分画像データを、上記携帯端末における表
示手段に適したデータとなるように画素数変換して、送信用画像データを生成する画像変
換手段と、
　上記画像変換手段によって生成される送信用画像データを上記携帯端末に向けて送信す
る送信手段とを備え

ことを特徴とする監視システムセンタ装置。
【請求項２】
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、
　上記部分画像抽出手段が、上記携帯端末によって指示された対象物を、画像認識処理に
よって上記撮影画像データの中から抽出し、該対象物が含まれる部分領域の画像データを
抽出する

　通信ネットワークを介して監視カメラおよび携帯端末と通信が可能な監視システムセン
タ装置であって、
　上記監視カメラから受信した撮影画像データを格納する画像データ記録手段と、
　上記画像データ記録手段に記録されている原始データとしての撮影画像データから、上



　

【請求項３】
　上記画像変換手段は、上記部分画像データを、上記携帯端末における表示手段の画素数
と同一となるように画素数変換することを特徴とする請求項１ に記載の監視シス
テムセンタ装置。
【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【請求項１０】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、監視カメラで撮影された画像を通信ネットワークを介して携帯端末に送信す
ることが可能な監視システムにおいて用いられる監視システムセンタ装置に関するもので
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記携帯端末によって指示された部分領域の画像データを抽出する部分画像抽出手段と、
上記部分画像抽出手段によって抽出された部分画像データを、上記携帯端末における表

示手段に適したデータとなるように画素数変換して、送信用画像データを生成する画像変
換手段と、
　上記画像変換手段によって生成される送信用画像データを上記携帯端末に向けて送信す
る送信手段とを備え、
　上記部分画像抽出手段は、上記携帯端末の表示手段に表示された、上記画像データから
画像認識処理によって識別可能な対象物のうち、利用者により指示された対象物を、パタ
ーンマッチングにより識別し、拡大表示対象となる部分画像データとして抽出することを
特徴とする監視システムセンタ装置。

または２

　上記送信手段が、上記送信用画像データを電子メールに添付して上記携帯端末に対して
送信することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の監視システムセンタ装
置。

　上記携帯端末による部分領域の指示を行うためのＷＥＢページをインターネット上に提
供するＷＥＢ機能部をさらに備えていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項
に記載の監視システムセンタ装置。

上記携帯端末から、上記ＷＥＢ機能部によって提供されるＷＥＢページにアクセスがな
された場合に、該携帯端末の利用者の個人認証を行う認証部をさらに備えるとともに、
　上記ＷＥＢ機能部によって提供されるＷＥＢページが、上記認証部による認証によって
特定された利用者に応じた内容になっていることを特徴とする請求項５に記載の監視シス
テムセンタ装置。

上記送信手段が、上記携帯端末によって指示された撮影条件の変更内容を上記監視カメ
ラに送信するとともに、変更された撮影条件で撮影された画像データを上記監視カメラか
ら受信すると、これを上記携帯端末に向けて送信することを特徴とする請求項１から６の
いずれか１項に記載の監視システムセンタ装置。

変更される撮影条件に、シャッター速度、絞り量、出力画面サイズ、および撮影コマ数
のうちの少なくとも１つが含まれていることを特徴とする請求項７に記載の監視システム
センタ装置。

請求項１ないし８のいずれか一項に記載の監視システムセンタ装置が備える各手段を、
通信機能およびデータ記憶機能を有するコンピュータに実行させる監視システムセンタプ
ログラム。

請求項１ないし８のいずれか一項に記載の監視システムセンタ装置が備える各手段を、
通信機能およびデータ記憶機能を有するコンピュータに実行させる監視システムセンタプ
ログラムを記録した記録媒体。



ある。
【０００２】
【従来の技術】
　昨今、携帯電話機における表示性能が向上しており、例えば写真などの画像を携帯電話
機の表示画面上に表示させることが可能になってきている。よって、例えば、ＣＣＤ (Cha
rge Coupled Device)カメラやＣＭＯＳカメラを内蔵した携帯電話機によって撮影した画
像を、メールに添付して相手の携帯電話機に送信し、受信側の携帯電話機では受信した写
真画像を表示画面上に表示させる、というような利用形態が普及している。
【０００３】
　一方、会社、店舗、家屋などにおいて、画像センサを備えた監視カメラを用いて室内外
の異常を監視する監視システムが実用化されている。このような監視システムとしては、
複数の箇所に設置された監視カメラと、これらの監視カメラを統括管理する監視サーバと
を備えたシステムがある。この監視システムでは、各監視カメラによって撮影された画像
情報が通信ネットワークを介して監視サーバに送信され、監視サーバによって異常の有無
が判定される。また、この監視サーバが、さらに広域の通信ネットワークを介して、例え
ば警備会社に設置された中央管理サーバに接続されたシステムも存在している。このよう
なシステムの場合、各監視サーバから送信されてくる情報によって、警備会社において各
監視カメラによる監視状況を把握することが可能となっている。
【０００４】
　以上のような監視システムにおいて、監視カメラによって撮影された画像を携帯電話機
に転送し、この画像を携帯電話機の表示画面上に表示させる利用形態が提案されている。
このようなシステムによれば、例えば利用者が外出しているときに留守中の部屋の様子を
確認したい場合などに、その部屋に設置されている監視カメラによって撮影された画像を
携帯電話機に転送させる指示を行うことによって、監視画像を携帯電話機で確認すること
が可能となる。
【０００５】
　ここで、上記の監視システムにおける監視画像の送受信について図１１を参照しながら
説明する。監視カメラでは、Ｐ１１に示すような画像が撮影される。この撮影画像が携帯
電話機５１に向けて送信される場合には、まず、携帯電話機５１における表示画面５２の
縦横比に合わせて、図中Ｆ１１の破線枠で示される領域の画像データが抽出される。そし
て、この画像データが、携帯電話機５１における表示画面５２の画素数となるように画素
数変換された後に、通信回線を介して携帯電話機５１に送られる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　例えば携帯電話機に内蔵されたカメラの場合、基本的には人間の顔などを撮影すること
が想定されているので、撮影対象となる領域は比較的狭い範囲となっている場合が多い。
一方、監視カメラは、撮影対象となる領域の異常を発見するために撮影を行うものである
ので、比較的広い領域を撮影する場合が多い。すなわち、監視カメラによって撮影された
画像の場合、撮影画像中において、監視対象としての人や動物などが写っている領域の面
積割合は比較的小さくなっている場合が多いことになる。
【０００７】
　一方、携帯電話機５１における表示画面５２は、上記したように比較的小さい画面サイ
ズとなっており、例えば対角２～３インチ程度の画面サイズである。また、画素数も２～
８万画素程度であり、解像度としては比較的よくないものである。したがって、図１１に
示すように、監視画像におけるＦ１１で示す破線枠内の画像データを携帯電話機５１の表
示画面５２に表示させた場合、監視対象としての人や動物などが極めて小さく表示される
ことになり、状況を明確に把握することができないことになる。
【０００８】
　本発明は上記の問題点を解決するためになされたもので、その目的は、監視カメラで撮
影された画像を通信ネットワークを介して携帯端末に送信する監視システムにおいて、携
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帯端末における小さな表示画面上でも、所望とする対象の詳細な画像を表示することを可
能とする監視システムセンタ装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る監視システムセンタ装置は、通信ネットワ
ークを介して監視カメラおよび携帯端末と通信が可能な監視システムセンタ装置であって
、上記監視カメラから受信した撮影画像データを格納する画像データ記録手段と、上記画
像データ記録手段に記録されている撮影画像データから、上記携帯端末によって指示され
た部分領域の画像データを抽出する部分画像抽出手段と、上記画像データ記録手段に記録
されている撮影画像データを、上記携帯端末における表示手段に適したデータとなるよう
に画素数変換し、送信用画像データを生成するとともに、上記部分画像抽出手段によって
抽出された部分画像データに基づいて送信用画像データを生成する画像変換手段と、上記
画像変換手段によって生成される送信用画像データを上記携帯端末に向けて送信する送信
手段とを備え

ことを特徴としている。
【００１０】
　上記の監視システムセンタ装置は、監視カメラと携帯端末とが通信ネットワークを介し
て接続された監視システムにおけるセンタ装置として機能するものである。監視カメラで
は、ある程度の精細度を確保できる画素数（例えば３５万～１１万画素程度）で撮影が行
われる場合が多い。そして、この監視カメラによって撮影された撮影画像データは、まず
原始データとして画像データ記録手段に格納される。そして、通常は、この撮影画像デー
タが、撮影された画面範囲はそのままに（すなわち、画面範囲を狭めずに）画像変換手段
によって携帯端末における表示手段に適したデータとなるように画素数変換され、この送
信用画像データが携帯端末に向けて送信されることになる。ここで、一般的に携帯端末の
表示手段は表示可能な画素数が比較的少ないものであるので、上記の画素数変換では画素
数が減らされることになる。この場合、携帯端末では、撮影画像のほぼ全体が表示される
ことになるが、画素数が減らされたことにより、監視カメラで撮影された原始データとし
ての撮影画像データと比較して、撮影画像中の細かい形状などは明瞭に確認することがで
きない。
【００１１】
　ここで、携帯端末の利用者が、表示された画像中に詳細に確認したい対象が存在すると
判断した場合には、その対象が含まれる部分領域を再送するように監視システムセンタ装
置に対して行うようにする。この場合、監視システムセンタ装置では、画像データ記録手
段に記録されている原始データとしての撮影画像データから、携帯端末から指示された部
分領域の画像データを、例えば原始データでの画素数そのままで抽出する処理が部分画像
抽出手段によって行われ、この部分画像データが携帯端末に向けて送信される。携帯端末
では、この部分画像を表示させることによって、利用者が詳細に確認したい対象を明確に
表示させることが可能となる。
【００１２】
　すなわち、上記の構成によれば、利用者が携帯端末によって監視カメラによって撮影さ
れた、撮影監視範囲の全容を大まかな画素数からなる画像を確認することができるととも
に、撮影された画像中にさらに詳細に確認したい対象があった場合に、これを拡大表示さ
せることが可能となる。ここで、拡大表示させる際に、単に部分領域を補間などによって
画素数を増やして拡大させたり、画素数そのままでのズーム表示などをさせると、拡大し
た画像は詳細な情報が欠落した不明瞭な画像となる。これに対して、本発明によれば、拡
大表示させる際には、監視システムセンタ装置における画像データ記録手段に記録されて
いる精細度の高い原始データとしての画像データから該当する部分領域が抽出されて、こ
れが携帯端末に送信されることになるので、元の撮影画像データ中に含まれる詳細な情報
を含んだ拡大表示画像を携帯端末で表示させることが可能となる。
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、上記部分画像抽出手段が、上記携帯端末によって指示された対象物を、画
像認識処理によって上記撮影画像データの中から抽出し、該対象物が含まれる部分領域の
画像データを抽出する



【００１３】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、上記部分画像抽
出手段が、上記携帯端末によって指示された対象物を、画像認識処理によって上記撮影画
像データの中から抽出し、該対象物が含まれる部分領域の画像データを抽出する構成とし
てもよい。
【００１４】
　上記の構成では、部分画像抽出手段が、撮影画像データの中から指定された対象物を抽
出することが可能となっている。したがって、携帯端末の利用者は、詳細な表示を取得し
たいと判断する対象物、例えば人、動物の種類、車などを指定するのみによって、その対
象物が含まれる部分画像を取得することが可能となる。すなわち、携帯端末の利用者は、
特定の対象を拡大して確認したい場合でも、拡大したい対象物を特定するという極めて簡
単な操作によって、所望の拡大表示画像を得ることが可能となる。
【００１５】
　

【００１６】
　

【００１７】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、上記送信手段が
、上記送信用画像データを電子メールに添付して上記携帯端末に対して送信する構成とし
てもよい。
【００１８】
　上記の構成によれば、送信用画像データは、電子メールの添付ファイルとして携帯端末
に送信されることになる。携帯端末は、電子メールの着信通知機能を備えている場合が多
いので、このように電子メールに添付されて監視画像が送信されれば、利用者は監視画像
が送られてきたことを即座に認識することが可能となる。すなわち、電子メールの添付フ
ァイル形式で画像の送受信を行う場合、携帯端末側では常に通信状態となっていなくても
、監視画像の送信が行われたときにのみ電子メールの受信のために通信動作を行えばよい
ことになるので、通信コストの低減、ならびに携帯端末における通信処理による負担の軽
減を図ることができる。
【００１９】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、上記携帯端末に
よる部分領域の指示を行うためのＷＥＢページをインターネット上に提供するＷＥＢ機能
部をさらに備えている構成としてもよい。
【００２０】
　上記の構成によれば、利用者は、監視画像を拡大表示させたいと判断した際には、携帯
端末に備えられているＷＥＢ閲覧機能を利用して、監視システムセンタ装置におけるＷＥ
Ｂ機能部が提供するＷＥＢページにアクセスし、このＷＥＢページから拡大表示させたい
部分領域を指定することが可能となる。すなわち、携帯端末に、監視システムセンタ装置

10

20

30

40

50

(5) JP 3804530 B2 2006.8.2

上記の課題を解決するために、本発明に係る監視システムセンタ装置は、通信ネットワ
ークを介して監視カメラおよび携帯端末と通信が可能な監視システムセンタ装置であって
、上記監視カメラから受信した撮影画像データを格納する画像データ記録手段と、上記画
像データ記録手段に記録されている原始データとしての撮影画像データから、上記携帯端
末によって指示された部分領域の画像データを抽出する部分画像抽出手段と、上記部分画
像抽出手段によって抽出された部分画像データを、上記携帯端末における表示手段に適し
たデータとなるように画素数変換して、送信用画像データを生成する画像変換手段と、上
記画像変換手段によって生成される送信用画像データを上記携帯端末に向けて送信する送
信手段とを備え、上記部分画像抽出手段は、上記携帯端末の表示手段に表示された、上記
画像データから画像認識処理によって識別可能な対象物のうち、利用者により指示された
対象物を、パターンマッチングにより識別し、拡大表示対象となる部分画像データとして
抽出することを特徴としている。

上記画像変換手段は、上記部分画像データを、上記携帯端末における表示手段の画素数
と同一となるように画素数変換してもよい。



と通信を行うための特別なプログラムなどをインストールする必要なく、通常備えられて
いるＷＥＢ閲覧機能によって監視システムセンタ装置に対して部分領域を指示するための
通信を行うことが可能となる。
【００２１】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、上記携帯端末か
ら、上記ＷＥＢ機能部によって提供されるＷＥＢページにアクセスがなされた場合に、該
携帯端末の利用者の個人認証を行う認証部をさらに備えるとともに、上記ＷＥＢ機能部に
よって提供されるＷＥＢページが、上記認証部による認証によって特定された利用者に応
じた内容になっている構成としてもよい。
【００２２】
　上記の構成によれば、携帯端末から部分領域を指示するためにＷＥＢ機能部が提供する
ＷＥＢページにアクセスされた場合に、認証部によって認証された上で、その利用者に応
じた内容のＷＥＢページが表示されることになる。すなわち、このＷＥＢページは、その
利用者がよく利用するサービスや機能などに特化したものとなるので、利用者の使い勝手
を向上させることができる。
【００２３】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、上記送信手段が
、上記携帯端末によって指示された撮影条件の変更内容を上記監視カメラに送信するとと
もに、変更された撮影条件で撮影された画像データを上記監視カメラから受信すると、こ
れを上記携帯端末に向けて送信する構成としてもよい。
【００２４】
　携帯端末の利用者が、監視画像を監視システムセンタ装置から受信してこれを表示させ
た際に、撮影条件が良好でないと判断する場合が想定される。具体的には、例えば露出が
不足していて画像が全体的に暗く、状況を明確に判別することができないというような場
合が考えられる。このような場合に、撮影条件を変更する指示を携帯端末から送信するこ
とによって、この内容が監視システムセンタ装置から監視カメラに伝えられる。そして、
監視カメラは変更された撮影条件によって再撮影を行い、この画像が監視システムセンタ
装置から携帯端末に伝えられる。
【００２５】
　このように、上記本発明の構成によれば、撮影条件が良好でない状態で撮影が行われた
場合でも、携帯端末からの指示により撮影条件を変更して再撮影を行わせることが可能と
なるので、例えば時間帯によって撮影領域の明るさが変化するような監視カメラからの画
像でも、常に画像の状態が良好な撮影画像を入手することが可能となる。また、このよう
な撮影条件の変更制御は、監視システムセンタ装置によってコントロールされるので、監
視カメラならびに携帯端末には特別な構成やシステムを備えさせる必要がなくなる。よっ
て、システム全体で考慮すれば、このような機能を有する監視システムを構築するための
コストを低減することが可能となる。
【００２６】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記の構成において、変更される撮影
条件に、シャッター速度、絞り量、出力画面サイズ、および撮影コマ数のうちの少なくと
も１つが含まれている構成としてもよい。
【００２７】
　上記のような撮影条件を携帯端末から制御することが可能となると、撮影画像のクォリ
ティを格段に向上させることができる。よって、撮影画像中の対象物の詳細でかつ明確な
画像を入手することが可能となるので、状況の正確な把握が可能となるとともに、例えば
この撮影画像が何らかの証拠写真として使うことが可能となるというような状況も想定す
ることができる。
【００２８】
　また、本発明に係る監視システムセンタプログラムは、上記本発明に係る監視システム
センタ装置が備える各手段を、通信機能およびデータ記憶機能を有するコンピュータに実
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行させることを特徴としている。
【００２９】
　上記プログラムをコンピュータシステムにロードすることによって、上記監視システム
センタ装置を実現することが可能となる。
【００３０】
　また、本発明に係る監視システムセンタプログラムを記録した記録媒体は、上記本発明
に係る監視システムセンタ装置が備える各手段を、通信機能およびデータ記憶機能を有す
るコンピュータに実行させることを特徴としている。
【００３１】
　上記記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムにロードすることによっ
て、上記監視システムセンタ装置を実現することが可能となる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施の一形態について図１ないし図１０に基づいて説明すれば、以下のとおり
である。
【００３３】
　本実施形態に係る監視システムは、図２のブロック図に示すような構成となっている。
すなわち、この監視システムは、複数の監視カメラ１…、センタ装置（監視システムセン
タ装置）２、携帯電話機（携帯端末）３、通信ネットワーク４、および携帯電話網５を備
えた構成となっている。なお、図２では、監視カメラ１は２つだけ示されているが、さら
に多くの監視カメラ１…が設けられていてもかまわない。
【００３４】
　監視カメラ１…とセンタ装置２とは、通信ネットワーク４を介して通信可能に接続され
ている。この通信ネットワーク４は、例えば電話網、インターネット、携帯電話パケット
通信網などの公衆網や、広域専用回線網などによって実現される。また、この通信ネット
ワーク４は、無線によって構成されていてもよいし、有線によって構成されてもよいし、
無線と有線とが混在している構成であってもよい。例えば、通信ネットワーク４に中継機
が設けられており、監視カメラ１と中継機との間を無線通信とし、中継機からセンタ装置
２までを有線通信とした形態などが考えられる。
【００３５】
　また、センタ装置２と携帯電話機３とは、携帯電話網５を介して通信可能に接続されて
いる。この携帯電話網５は、インターネットによるネットワークと、携帯電話通信回線に
よるネットワークとによって構成される。すなわち、携帯電話網における基地局とセンタ
装置２とがインターネットによって接続され、基地局と携帯電話機３とが携帯電話通信回
線によって接続されることになる。
【００３６】
　監視カメラ１は、画像センサによって監視対象領域の撮影処理を行うものである。この
ような監視カメラ１が、監視画像の撮影が必要とされる箇所に設置される。例えば一般家
屋においては、監視カメラ１は、例えば玄関、窓、庭、ベランダなどの領域を監視する位
置に設置されることになる。
【００３７】
　また、この監視カメラ１によって撮影された画像は、圧縮処理された上で一時的に記憶
され、その後、通信ネットワーク４を介してセンタ装置２に対して送信される。なお、監
視カメラ１の構成の詳細については後述する。
【００３８】
　センタ装置２は、監視カメラ１…から撮影画像を受信し、この撮影画像を記憶するとと
もに、携帯電話機３からの要求に応じて、記憶している撮影画像を適宜データ変換して携
帯電話機３に向けて送信する処理を行うものである。また、場合によっては、携帯電話機
３からの指示に基づいて、監視カメラ１に対して撮影動作の制御指令を送信する処理も行
う。なお、センタ装置２の構成の詳細については後述する。
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【００３９】
　携帯電話機３は、通常の通話機能の他に、メール送受信機能、ＷＥＢブラウズ機能など
を備えた携帯電話機である。この携帯電話機３は、図示はしないが、通話通信およびデー
タ通信を行う通信部、各種表示動作を行う表示部、各種演算処理を行う演算処理部、デー
タを記憶する記憶部、および、入力を行うための各種ボタンなどによって構成される入力
部などを備えた構成となっている。
【００４０】
　次に、監視カメラ１の構成について、図４を参照しながら説明する。同図に示すように
、監視カメラ１は、撮像素子２１、撮像素子制御部２２、画像圧縮部２３、一時記憶部２
４、通信部２５、および、撮影制御部２６を備えた構成となっている。
【００４１】
　撮像素子２１は、入力された光を電気信号に変換することによって周囲の画像を電気信
号に変換する、いわゆるイメージャと呼ばれるブロックである。この撮像素子７は、図示
はしないが、レンズ、絞り機構、およびイメージセンサなどによって構成される。レンズ
および絞り機構は、ピントや絞りの調節を行うものである。また、イメージセンサは、例
えばＣＣＤ、ＣＭＯＳ型撮像素子のような固体撮像素子や、撮像管などによって構成され
る。
【００４２】
　撮像素子制御部２２は、撮像素子２１における撮像動作を制御したり、撮像素子２１に
よって撮影された画像信号の処理を行ったりするブロックである。この撮像素子制御部２
１は、図示はしないが、サンプルホールド部、Ａ／Ｄコンバータ、タイミングジェネレー
タ、および同期ジェネレータなどによって構成されている。
【００４３】
　サンプルホールド部は、イメージセンサによって撮影されたアナログ信号としての画像
データをサンプル単位で一時的に保持する処理を行う。Ａ／Ｄコンバータは、イメージセ
ンサによって撮影されたアナログ信号としての画像データをデジタル信号に変換する処理
を行う。同期ジェネレータは、監視カメラ１内の各種動作の基本となる同期クロックを生
成する処理を行う。タイミングジェネレータは、同期ジェネレータによって生成された同
期クロックに基づいて、イメージセンサ、サンプルホールド部、およびＡ／Ｄコンバータ
における各動作タイミングを規定するタイミング信号を生成する処理を行う。このタイミ
ング信号に基づいてイメージセンサ、サンプルホールド部、およびＡ／Ｄコンバータが動
作することによって、画像の取り込みからＡ／Ｄ変換までが誤り無く正確に行われること
になる。
【００４４】
　画像圧縮部２３は、撮像素子制御部２２から出力される画像データに対して圧縮処理を
行うブロックである。この圧縮処理は、画像データのデータサイズを小さくすることを目
的としており、既存の圧縮アルゴリズムに基づいて行われる。この圧縮アルゴリズムとし
ては、不可逆圧縮、可逆圧縮のいずれでもかまわない。
【００４５】
　一時記憶部２４は、画像圧縮部２３によって圧縮処理された画像データを一時的に格納
するブロックである。ここで格納された画像データは、適時通信部２５から送信されるこ
とになる。すなわち、この一時記憶部２４は、通信バッファとして機能するものである。
【００４６】
　通信部２５は、センタ装置２と通信ネットワーク４を介して通信を行うブロックである
。この通信部２５では、一時記憶部２４に格納されている画像データをセンタ装置２に向
けて送信する処理や、センタ装置２から何らかの指示信号を受信する処理などが行われる
。
【００４７】
　撮影制御部２６は、監視カメラ１における各種処理を制御するブロックである。具体的
には、撮像素子２１におけるレンズおよび絞り機構に対してのピントおよび絞りの制御、
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撮像素子制御部２２におけるタイミングジェネレータに対しての撮影開始の制御、シャッ
ター速度の制御、連続撮影時のシャッター間隔の制御などが行われる。そして、これらの
制御は、通信部２５によって受信した撮影指令データに基づいて行われる。さらに、今後
発生するカメラへの新規機能の追加やカメラ利用システムからのカメラへの撮影環境条件
設定の吸収は、この撮影制御部２６で実現される。
【００４８】
　なお、撮像素子２１および撮像素子制御部２２は、これらが一体的に形成された専用Ｌ
ＳＩが各種商品化されている。このような専用ＬＳＩでは、電源投入時などにおける初期
設定でパラメータ値を変更することによって、露出制御（絞りやシャッタースピードなど
）や出力画像サイズなどの撮影仕様を変更することが可能となっている。本実施形態では
、このパラメータ変更機能を利用して、撮影制御部２６における上記のような制御動作を
実現している。なお、撮影仕様の変更が、専用ＬＳＩの初期設定パラメータに依らなくて
も、例えば何らかのコマンドなどによって可能な場合には、上記の制御をコマンドによっ
て行う形態であってももちろんかまわない。
【００４９】
　次に、センタ装置２の構成について、図３を参照しながら説明する。同図に示すように
、センタ装置２は、リモートアクセスサーバ６、ルータ７、ディスク装置８、ＣＰＵ９、
メモリ１０、およびＬＡＮ　Ｉ／Ｆ１１を備えた構成となっている。なお、ディスク装置
８、ＣＰＵ９、メモリ１０、およびＬＡＮ　Ｉ／Ｆ１１は、例えば１つのＰＣ (Personal 
Computer)内に設けられることによって実現される。
【００５０】
　リモートアクセスサーバ６は、通信ネットワーク４に対する通信インターフェースとな
る装置であり、監視カメラ１との通信処理を行う。また、ルータ７は、携帯電話網３にお
けるインターネットに対する通信インターフェースとなる装置であり、携帯電話機３との
通信処理を行う。
【００５１】
　ＬＡＮ　Ｉ／Ｆ１１は、ディスク装置８、ＣＰＵ９、およびメモリ１０を備えたＰＣに
おける、ＬＡＮに対するインターフェースとなるブロックである。ここでのＬＡＮとは、
リモートアクセスサーバ６、ルータ７、および上記のＰＣが接続されるＬＡＮである。Ｐ
Ｃは、このＬＡＮ　Ｉ／Ｆ１１を介して監視カメラ１および携帯電話機３との通信を行う
。なお、このＬＡＮには上記以外のコンピュータが接続されていてもかまわない。
【００５２】
　ディスク装置８は、各種データを記憶するものであり、例えばハードディスクなどの記
録装置によって構成される。このディスク装置８には、図３に示すように、利用者データ
ベース１２および画像データベース（画像データ記録手段）１３が記憶されている。
【００５３】
　利用者データベース１２は、本監視システムの利用者に関する情報を記憶するものであ
る。この情報としては、例えば利用者の名前、住所、利用者ＩＤ、パスワード、連絡先メ
ールアドレス、使用する監視カメラのリストおよびそれぞれのアドレス、携帯電話機の番
号およびメールアドレス、後述する監視対象情報、課金情報などが挙げられる。
【００５４】
　画像データベース１３は、監視カメラ１…から送られてくる監視画像のデータを記憶す
るものである。この監視画像データは、各利用者ごとに、撮影が行われた監視カメラ１の
情報および撮影時間の情報とともに管理、記憶されている。
【００５５】
　また、ディスク装置８には、ＰＣを動作させるためのＯＳ (Operating System)のプログ
ラムや、後述する各処理を行うためのプログラム、ならびに、各種データなどが記録され
ている。
【００５６】
　ＣＰＵ９は、演算処理を行うものであり、メモリ１０に読み出されたプログラムを実行
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させる処理を行う。メモリ１０は、ワークメモリとして機能するものであり、例えばＤＲ
ＡＭなどによって構成される。このメモリ１０に、ディスク装置８から各種プログラムが
読み出され、これがＣＰＵ９によって実行されることによって、図３に示す利用者認証部
（認証部）１４、課金部１５、画像認識処理部１６（部分領域抽出手段）、メール処理部
（送信手段）１７、ＷＥＢ機能部１８、画像変換部（画像変換手段）１９、および監視カ
メラ指示部（送信手段）２０が実現される。すなわち、これらの各処理部は、各処理をコ
ンピュータに実行させるプログラムによって実現されるものである。
【００５７】
　利用者認証部１４は、ある利用者が携帯電話機３からセンタ装置２にアクセスしてきた
際に、その利用者が当該センタ装置２による監視システムの正式なユーザであるか否かを
認証する機能ブロックである。具体的には、ある利用者からのアクセスが行われた際に、
該当利用者から送信された利用者ＩＤおよびパスワードを、利用者データベース１２に記
憶されている利用者情報に照会することによって認証が行われる。
【００５８】
　課金部１５は、利用者の利用状況に応じて課金情報を生成する機能ブロックである。こ
の課金部１５によって生成された課金情報は、利用者データベース１２に記憶され、該当
利用者に対する課金処理が例えば定期的に行われる。
【００５９】
　画像認識処理部１６は、監視カメラ１によって撮影され、画像データベース１３に記憶
されている画像データに対して、例えばパターンマッチングなどによって監視対象の画像
の認識、抽出処理を行う機能ブロックである。この画像認識処理部１６における処理の詳
細については後述する。
【００６０】
　メール処理部１７は、監視カメラ１で撮影された画像データを監視システムの自動機能
として送る際に、および、利用者によって携帯電話機３から、特定の監視カメラ１によっ
て撮影された画像の送信要求がなされた際に、該携帯電話機３のメールアドレスに対して
、該当する画像データを添付して送信する処理を行う機能ブロックである。また、このメ
ール処理部１７は、利用者に対して何らかのメッセージを送る必要がある場合に、携帯電
話機３のメールアドレスや、連絡先として登録されているメールアドレスに向けてメッセ
ージメールを送る機能を有していてもよい。
【００６１】
　ＷＥＢ機能部１８は、インターネット上におけるＷＥＢサーバとして機能するブロック
である。携帯電話機３から例えば監視画像データの送信を要求するときには、携帯電話機
３におけるＷＥＢブラウザによって、このＷＥＢ機能部１８によって提供されるホームペ
ージにアクセスし、上記のような認証処理を行った上で、その利用者に応じてカスタマイ
ズされたページから、監視画像データの送信などの各種指示を行うことになる。
【００６２】
　画像変換部１９は、画像データベース１３に記録されている撮影画像データ、あるいは
、上記画像認識処理部１６によって特定の対象の画像認識が行われ、その対象を含んだ部
分画像データを、携帯電話機３における表示手段に適したデータとなるように画素数変換
し、送信用画像データを生成するものである。
【００６３】
　監視カメラ指示部２０は、携帯電話機３から後述する撮影条件の変更指示が行われた場
合に、これを該当する監視カメラ１に向けて撮影指令データを送信する処理を行うもので
ある。
【００６４】
　次に、本実施形態における監視システムにおいて、監視画像が携帯電話機３に送信され
る際の処理について説明する。ここではまず、監視画像を利用者の指示に基づいて拡大表
示させる処理について説明する。図５は、この処理の概要を示す説明図である。
【００６５】
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　まず、監視カメラ１によって、Ｐ１で示すような画像が撮影され、この画像データがセ
ンタ装置２に送信されて画像データベース１３に記憶される。そして、携帯電話機３から
監視画像の送信要求が出されると、まず画像Ｐ１のほぼ全体が含まれる画像データが携帯
電話機３に送信され、表示画面３Ａに表示される。その後、利用者がこの画像中に含まれ
ている監視対象としての人が写っている部分を拡大する指示を行うことによって、図中の
Ｆ２の破線枠で示される領域の画像データが携帯電話機３に送信され、表示画面３Ａに表
示される。これにより、携帯電話機３の小さな表示画面３Ａによっても、監視対象として
の人の詳細な画像を見ることが可能となる。
【００６６】
　次に、図１に示す説明図に基づいて、上記の拡大表示処理の流れについてより詳しく説
明する。まず、監視カメラ１において、Ｐ１に示すような画像の撮影が行われる。そして
、監視カメラ１において、携帯電話機３の表示画面の縦横比に合わせたサイズとなるよう
に画像データがトリミングされ、Ｆ１で示す破線枠内の画像データがセンタ装置２に向け
て送信される。
【００６７】
　センタ装置２では、監視カメラ１から画像データを受信すると、まずディスク装置８に
おける画像データベース１３にこの画像データを格納する。この際に、撮影が行われた監
視カメラ１の情報、および撮影時間の情報が、画像データとともに格納される。その後、
携帯電話機３から監視画像の送信要求がなされると、センタ装置２では、その利用者が要
求している監視カメラ１において撮影された画像データが画像データベース１３から呼び
出され、携帯電話機３の表示画面の解像度に合うように画素数変換処理が施された後に、
画素数が変換された画像データが携帯電話機３に向けて全体画像として送信される。
【００６８】
　ここで、この画素数変換処理について説明する。監視カメラ１において撮影される画像
の画素数は、携帯電話機３の表示画面における画素数よりもかなり大きいものとなってい
る。したがって、Ｆ１の破線枠で示される画像を携帯電話機３に送信する際には、画像デ
ータの画素数を大きく減少させる処理を行うことになる。ここでの画素数変換処理は、例
えば線形補間法や最近傍法などによって行われることになる。すなわち、携帯電話機３に
送信される画像データは、画像の詳細な情報が欠落したものとなっている。
【００６９】
　携帯電話機３は全体画像を受信すると、これを表示画面上に表示する。これにより、携
帯電話機３の利用者は監視画像の全体像を確認することができる。ここで、利用者が表示
画面上に表示された全体画像の中に、拡大して表示させたい対象が写っていると判断した
場合、携帯電話機３におけるＷＥＢブラウズ機能を利用してセンタ装置２が提供するＷＥ
Ｂページにアクセスし、認証処理を行った上で、監視画像伝送サービスにおける拡大表示
メニューのページを表示させる。そして、拡大表示させたい対象を選択し、これをセンタ
装置２に向けて送信する。
【００７０】
　ここで、拡大表示メニューについて説明する。図７は、拡大表示メニューを携帯電話機
３の表示画面に表示させた際の一例を示している。この例では、拡大表示させる対象とし
て、 (1)人、 (2)いぬ、 (3)ねこ、 (4)車が列挙されている。この拡大表示対象は、センタ装
置２における画像認識処理部１６において、パターンマッチングなどによって画像中から
識別可能な対象が挙げられることになる。このパターンマッチングは、例えば対象の形状
や色彩などによって、画像中の対象を認識し抽出する処理である。ここで、利用者側が、
予め対象となる物体の画像のデータをセンタ装置２に登録しておくことによって、対象の
認識の精度を上げることも可能である。
【００７１】
　なお、拡大表示メニューに表示させる選択肢は、センタ装置２側で設定されているデフ
ォルトのメニューを表示させてもよいが、利用者が拡大表示させたい対象の選択肢を登録
することによって、登録されたメニューを表示させるようになっていてもよい。
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【００７２】
　携帯電話機３において拡大表示対象の指定が行われると、この情報がセンタ装置２に送
信され、画像認識処理部１６によって指定された対象の認識処理が行われる。そして、対
象が認識されると、この対象を含む領域Ｆ２が設定され、この領域内に含まれる画像デー
タＰ２が抽出される。
【００７３】
　ここで、画像データＰ２の画素数は、携帯電話機３の表示画面における画素数と同一と
なるように設定される。すなわち、画像データＰ２は、領域Ｆ２内での元の撮影画像デー
タに含まれる全ての情報を含んだデータとなるので、詳細な画像情報を含んだものとなる
。
【００７４】
　このような画像データＰ２が、部分画像として携帯電話機３に送信され、携帯電話機３
では、この部分画像が表示画面に表示される。これにより、利用者は、監視画像に含まれ
る監視対象の詳細な画像を確認することが可能となる。
【００７５】
　次に、上記の拡大表示処理の流れについて、図９に示すフローチャートを参照しながら
説明する。なお、図９において、Ｓ１～Ｓ２の処理は監視カメラ１における処理、Ｓ３～
Ｓ６、Ｓ１０、Ｓ１３、Ｓ１６～Ｓ１７の処理はセンタ装置２における処理、Ｓ７～Ｓ９
、Ｓ１１～Ｓ１２、Ｓ１４～Ｓ１５、Ｓ１８の処理は携帯電話機３における処理をそれぞ
れ示している。
【００７６】
　まず、ステップ１（Ｓ１）において、監視カメラ１によって監視画像の撮影動作が行わ
れる。この撮影動作は、例えば周期的に行われるものでもよいし、センタ装置２やその他
の装置から通信ネットワーク４を介して撮影指令が監視カメラ１に送信された際に行われ
るものでもよい。このようにして撮影処理が行われると、前記したようなＡ／Ｄ変換処理
や圧縮処理などが行われた後に、センタ装置２に向けて該画像データが送信される（Ｓ２
）。
【００７７】
　なお、前記した図１に関する説明では、監視カメラ１からセンタ装置２に送信される画
像データは、図１に示すＦ１の破線枠内の画像データであるように説明したが、これに限
定されるものではなく、撮影画像全体を画像データとしてセンタ装置２に向けて送信する
形態であってもよい。この場合、後述するＳ５の処理において、携帯電話機３の表示画面
に合った縦横比の画像データに変換する処理が行われることになる。
【００７８】
　センタ装置２は、監視カメラ１から画像データを受信すると（Ｓ３）、まずこの画像デ
ータをディスク装置８における画像データベース１３に格納する（Ｓ４）。そして、この
画像データを、携帯電話機３に送信する際に適したフォーマットに変換する処理が行われ
る（Ｓ５）。この処理では、例えば上記したトリミング処理や、画素数変換処理、データ
形式の変換処理などが行われる。その後、この画像データをメールに添付して、該当利用
者の携帯電話機３のメールアドレスに向けて送信する。
【００７９】
　なお、センタ装置２から携帯電話機３に向けて画像データが送信されるタイミングとし
ては、携帯電話機３から画像データの送信要求が出された際に行われてもよいし、定期的
に行われる形態であってもよく、どちらの送信形態にするかを利用者によって設定できる
ようになっていてもよい。
【００８０】
　携帯電話機３は、画像データが添付されたメールを受信すると（Ｓ７）、この画像デー
タを開く指示が利用者によって行われることによって、表示画面上に送信された画像が表
示される（Ｓ８）。利用者は、この表示された画像を見て、拡大表示したい対象が写って
いると判断すると、携帯電話機３のＷＥＢ閲覧機能を利用することによって、センタ装置
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２におけるＷＥＢ機能部１８が提供するＷＥＢページにアクセスする（Ｓ９）。センタ装
置２は、携帯電話機３からアクセスを受けると、トップメニューのデータを送信し（Ｓ１
０）、携帯電話機３の表示画面上にトップメニューが表示される（Ｓ１１）。
【００８１】
　なお、携帯電話機３からセンタ装置２にアクセスし、トップメニューを表示させる際に
、利用者ＩＤおよびパスワードの入力によって認証を行うようにした場合、表示させるト
ップメニューを、該当利用者に応じたメニュー内容としたものとしてもよい。この場合、
該当利用者が利用可能なメニューだけ表示されるようにすることができるので、利用者の
利便性が向上する。
【００８２】
　利用者は、表示されたトップメニューの中から拡大表示メニューを選択し（Ｓ１２）、
この内容がセンタ装置２に送信される。そして、センタ装置２は、拡大表示メニューのデ
ータを送信し（Ｓ１３）、携帯電話機３の表示画面上に拡大表示メニューが表示される（
Ｓ１４）。この拡大表示メニューは、前記した図７に示すような画面表示となる。
【００８３】
　利用者は、表示された拡大表示メニューの中から拡大表示させたい対象を選択し（Ｓ１
５）、この内容がセンタ装置２に送信される。そして、センタ装置２は、利用者が拡大表
示させたい対象を認識すると、画像認識処理部１６によって、画像データベース１３に格
納されている該当する画像データの中から、拡大表示対象の抽出処理が行われる（Ｓ１６
）。
【００８４】
　その後、抽出された画像データが、携帯電話機３に送信する際に適したフォーマットに
変換され（Ｓ１７）、この画像データがメールに添付されて、該当利用者の携帯電話機３
のメールアドレスに向けて送信される。携帯電話機３は、この画像データを受信し、表示
画面上に表示する（Ｓ１８）。以上の処理によって、携帯電話機３の表示画面上に、利用
者が詳細に確認したい対象が含まれる拡大画像を表示することが可能となる。
【００８５】
　以上のような処理によれば、利用者は、最初に受信した広範囲の領域が撮影された画像
を確認し、詳細に見たい対象が含まれていると判断した場合、拡大表示対象を、例えば人
やねこなどのように指示することによって、その拡大表示対象の拡大画像を取得すること
が可能となる。したがって、携帯電話機のように、入力のためのインターフェースが限定
されているような機器であっても、所望とする拡大表示画像を簡単な操作によって入手す
ることができる。
【００８６】
　なお、上記の例では、拡大表示を行うときには、携帯電話機３側では拡大表示対象を指
定し、センタ装置２側で画像認識処理を行うことによって拡大表示対象を含む画像領域を
抽出するようになっているが、これに限定されるものではない。例えば、携帯電話機３に
おいて最初に受信する広範囲の領域が撮影された画像を表示する際に、複数の小領域に分
割する分割線を表示させるとともに、拡大表示したい小領域を指定することによって、そ
の小領域の拡大表示画像をセンタ装置２から送信させるようなシステムとしてもよい。具
体的には、例えば特定の小領域をハイライト表示させることによって選択状態を示すこと
にし、このハイライト表示領域をカーソル移動ボタンなどによって移動させて所望の小領
域を指定する方法などが考えられる。
【００８７】
　このような方法とする場合には、センタ装置２における画像認識処理部１６を設ける必
要がなくなるが、例えば拡大表示対象が各領域の境界にまたがって存在しているような場
合に、的確な拡大表示画像を入手することができない、というような問題が生じる。
【００８８】
　これに対して、上記のように、画像認識によって拡大表示対象を抽出する方法によれば
、拡大表示対象を含んだ画像を的確に表示させることが可能となるので、拡大表示対象の
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詳細な画像を最適な状態で携帯電話機３の表示画面上に表示させることが可能となる。し
かしながら、撮影画像の状態によっては、的確に拡大表示対象を画像認識によって抽出す
ることができない場合も考えられるので、このように画像認識がうまく行われない場合に
は、上記のような小領域を指定する方法を行うことができるようなシステムとすることが
好ましい。
【００８９】
　次に、携帯電話機３から、監視カメラ１における撮影条件を制御する方法について説明
する。従来、監視カメラの遠隔動作制御としては、例えば撮影の起動・停止制御、撮影方
向制御などが行われる程度であった。しかしながら、このような制御程度では、時間帯に
応じて監視カメラによる撮影領域の明るさが変化したりする場合などに、最適な露出状態
で撮影を行うことができない、ということへの対応が不可能であった。
【００９０】
　これに対して、本実施形態の監視システムでは、携帯電話機３から監視カメラ１の撮影
条件を制御することが可能となっている。監視カメラの撮影条件の制御内容としては、従
来から行われている撮影の起動・停止制御、撮影方向制御、ズーム制御に加えて、新たに
シャッター速度制御、絞り量制御、出力画面サイズ（画素数）制御、連続撮影時の撮影コ
マ数（ｎコマ／秒）制御などが挙げられる。
【００９１】
　図６は、監視カメラ１の撮影条件の制御のうち、絞り量制御を行う場合の処理の流れを
示す説明図である。まず、監視カメラ１において、Ｐ１に示すような画像の撮影が行われ
る。そして、監視カメラ１において、携帯電話機３の表示画面の縦横比に合わせたサイズ
となるように画像データがトリミングされ、Ｆ１で示す破線枠内の画像データがセンタ装
置２に向けて送信される。
【００９２】
　センタ装置２では、監視カメラ１から画像データを受信すると、まずディスク装置８に
おける画像データベース１３にこの画像データを格納する。この際に、撮影が行われた監
視カメラ１の情報、および撮影時間の情報が、画像データとともに格納される。その後、
携帯電話機３から監視画像の送信要求がなされると、センタ装置２では、その利用者が要
求している監視カメラ１において撮影された画像データが画像データベース１３から呼び
出され、携帯電話機３の表示画面の解像度に合うように画素数変換処理が施された後に、
画素数が変換された画像データが携帯電話機３に向けて撮影画像として送信される。
【００９３】
　携帯電話機３は撮影画像を受信すると、これを表示画面上に表示する。これにより、携
帯電話機３の利用者は監視画像の全体像を確認することができる。ここで、利用者が、撮
影画像の撮影条件が良好でない、具体的には、露出が不足していると判断した場合、携帯
電話機３におけるＷＥＢブラウズ機能を利用してセンタ装置２が提供するＷＥＢページに
アクセスし、認証処理を行った上で、監視画像伝送サービスにおける撮影条件変更メニュ
ーのページを表示させる。そして、変更させたい撮影条件を選択し、これをセンタ装置２
に向けて送信する。
【００９４】
　ここで、撮影条件変更メニューについて説明する。図８は、撮影条件変更メニューを携
帯電話機３の表示画面に表示させた際の一例を示している。この例では、撮影条件を変更
させる対象として、 (1)絞り開、 (2)絞り閉、 (3)シャッタ速、 (4)シャッタ遅が列挙されて
いる。この撮影条件変更対象は、制御しようとしている監視カメラ１において変更させる
ことが可能な撮影条件が挙げられることになる。例えば、センタ装置２における利用者デ
ータベース１２に、各監視カメラ１の情報、すなわち変更させることが可能な撮影条件の
リストが記録されている場合、上記の撮影条件変更メニューは、このリストに基づいて生
成されるようにすることも可能である。
【００９５】
　なお、上記の例では、絞り量およびシャッタ速度についての撮影条件変更項目が挙げら
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れているが、他に、出力画面サイズ（画素数）、撮影コマ数（ｎコマ／秒）、ズーミング
、撮影方向（上下左右）、撮影起動／停止などを変更することが可能となるような撮影条
件変更メニューとなっていてもよい。
【００９６】
　携帯電話機３において撮影条件の指定が行われると、この情報がセンタ装置２を介して
監視カメラ１に送信され、監視カメラ１における撮影制御部２６によって指定された撮影
条件の変更が行われる。そして、変更された撮影条件で再度撮影が行われ、この撮影画像
がセンタ装置２を介して携帯電話機３に送信される。これにより、利用者は、携帯電話機
３から撮影条件の変更を行うことが可能となるので、明瞭な監視画像を取得することが可
能となる。
【００９７】
　次に、上記の撮影条件変更処理の流れについて、図１０に示すフローチャートを参照し
ながら説明する。なお、図１０において、Ｓ２１～Ｓ２２、Ｓ３７～Ｓ３９の処理は監視
カメラ１における処理、Ｓ２３～Ｓ２６、Ｓ３０、Ｓ３３、Ｓ３６、Ｓ４０～Ｓ４１の処
理はセンタ装置２における処理、Ｓ２７～Ｓ２９、Ｓ３１～Ｓ３２、Ｓ３４～Ｓ３５、Ｓ
４２の処理は携帯電話機３における処理をそれぞれ示している。
【００９８】
　まず、Ｓ２１～Ｓ２７までの処理は、前記した図９に示すフローチャートにおけるＳ１
～Ｓ７までの処理と同様であるので、ここではその説明を省略する。携帯電話機３は、画
像データが添付されたメールを受信すると（Ｓ２７）、この画像データを開く指示が利用
者によって行われることによって、表示画面上に送信された画像が表示される（Ｓ２８）
。利用者は、この表示された画像を見て、撮影条件が良好でないと判断すると、携帯電話
機３のＷＥＢ閲覧機能を利用することによって、センタ装置２におけるＷＥＢ機能部１８
が提供するＷＥＢページにアクセスする（Ｓ２９）。センタ装置２は、携帯電話機３から
アクセスを受けると、トップメニューのデータを送信し（Ｓ３０）、携帯電話機３の表示
画面上にトップメニューが表示される（Ｓ３１）。
【００９９】
　なお、携帯電話機３からセンタ装置２にアクセスし、トップメニューを表示させる際に
、利用者ＩＤおよびパスワードの入力によって認証を行うようにした場合、表示させるト
ップメニューを、該当利用者に応じたメニュー内容としたものとしてもよい。この場合、
該当利用者が利用可能なメニューだけ表示されるようにすることができるので、利用者の
利便性が向上する。
【０１００】
　利用者は、表示されたトップメニューの中から撮影条件変更メニューを選択し（Ｓ３２
）、この内容がセンタ装置２に送信される。そして、センタ装置２は、撮影条件変更メニ
ューのデータを送信し（Ｓ３３）、携帯電話機３の表示画面上に撮影条件変更メニューが
表示される（Ｓ３４）。この撮影条件変更メニューは、前記した図８に示すような画面表
示となる。
【０１０１】
　利用者は、表示された撮影条件変更メニューの中から変更させたい撮影条件および変更
内容を選択し（Ｓ３５）、この内容がセンタ装置２に送信される。そして、センタ装置２
は、利用者が変更させたい撮影条件および変更内容を認識すると、その内容に基づいて撮
影指令データを生成し、これを該当監視カメラ１に向けて送信する（Ｓ３６）。
【０１０２】
　監視カメラ１は、センタ装置２から撮影指令データを受信すると、この内容が撮影制御
部２６に伝えられる。撮影制御部２６は、撮影指令データに基づいて、撮像素子２１およ
び撮像素子制御部２２における各種撮影条件パラメータ値の設定動作を行う（Ｓ３７）。
そして、撮影制御部２６は、これらのパラメータの設定が完了した後に撮影起動の指示を
行う。
【０１０３】
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　撮影起動の指示が行われると、撮像素子２１および撮像素子制御部２２、設定された各
種パラメータに基づいて撮影動作を行う（Ｓ３８）。そして、撮影された画像データが通
信部２５を介して、センタ装置２に対して送信される（Ｓ３９）。
【０１０４】
　センタ装置２は、監視カメラ１から画像データを受信すると、まずこの画像データをデ
ィスク装置８における画像データベース１３に格納する（Ｓ４０）。そして、この画像デ
ータを、携帯電話機３に送信する際に適したフォーマットに変換する処理が行われ（Ｓ４
１）、変換された画像データをメールに添付して、該当利用者の携帯電話機３のメールア
ドレスに向けて送信する。携帯電話機３は、この画像データを受信し、表示画面上に表示
する（Ｓ４２）。以上の処理によって、携帯電話機３の表示画面上に、撮影条件が良好と
なった監視画像を表示することが可能となる。
【０１０５】
　以上のような処理によれば、利用者は、最初に受信した監視画像を確認し、撮影条件が
良好でないと判断した場合、撮影条件を変更させる指示を携帯電話機３から行うことによ
って、監視カメラ１での撮影条件を変更させて撮影を再度行わせることが可能となる。こ
れにより、利用者は、普段持ち歩いている携帯電話機によって監視カメラ１における撮影
条件を詳細に変更することが可能となる。また、携帯電話機３から、監視カメラ１におけ
る絞り量やシャッタースピード、出力画面サイズ、撮影コマ数などの撮影条件を変更させ
ることが可能となるので、監視カメラ１における動作制御をきめ細かく行うことが可能と
なる。したがって、利用者は、所望とする画像状態の監視画像を入手することが可能とな
る。
【０１０６】
　なお、上記の撮影条件の変更処理を行うシステムでは、センタ装置２を介して画像デー
タの送受信ならびに撮影条件変更指令の送受信が行われる構成となっているが、センタ装
置２を介さずに、直接監視カメラ１と携帯電話機３との間で上記の通信を行うようにする
ことも可能である。しかしながら、センタ装置２を介さない場合には、監視カメラ１に、
画像のフォーマット変換機能、携帯電話機３からのアクセス機能、撮影条件変更に関する
携帯電話機３との通信機能などを設ける必要が生じることになり、監視カメラ１のコスト
アップにつながる。監視カメラ１はなるべく多くの箇所に設置することが好ましいので、
監視カメラ１自体のコストアップは可能なかぎり抑えることが好ましい。したがって、上
記の例のように、センタ装置２を設けたシステムとすることによって、センタ装置２を複
数の監視カメラ１…で共通に使用することが可能となり、システム全体で考えれば、直接
監視カメラ１と携帯電話機３とでやりとりする場合よりも効率的なシステムを構築するこ
とができる。
【０１０７】
【発明の効果】
　以上のように、本発明に係る監視システムセンタ装置は、監視カメラから受信した撮影
画像データを格納する画像データ記録手段と、上記画像データ記録手段に記録されている
撮影画像データから、上記携帯端末によって指示された部分領域の画像データを抽出する
部分画像抽出手段と、上記画像データ記録手段に記録されている撮影画像データを、上記
携帯端末における表示手段に適したデータとなるように画素数変換し、送信用画像データ
を生成するとともに、上記部分画像抽出手段によって抽出された部分画像データに基づい
て送信用画像データを生成する画像変換手段と、上記画像変換手段によって生成される送
信用画像データを上記携帯端末に向けて送信する送信手段とを備え、

構成である。
【０１０８】
　これにより、利用者が携帯端末によって監視カメラによって撮影された画像を確認する
ことができるとともに、画像中にさらに詳細に確認したい対象があった場合に、これを拡
大表示させることが可能となる。また、拡大表示させる際には、監視システムセンタ装置

10

20

30

40

50

(16) JP 3804530 B2 2006.8.2

上記部分画像抽出手
段が、上記携帯端末によって指示された対象物を、画像認識処理によって上記撮影画像デ
ータの中から抽出し、該対象物が含まれる部分領域の画像データを抽出する



における画像データ記録手段に記録されている画像データから該当する部分領域が抽出さ
れて、これが携帯端末に送信されることになるので、元の撮影画像データ中に含まれる詳
細な情報を含んだ拡大表示画像を携帯端末で表示させることが可能となるという効果を奏
する。
【０１０９】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記部分画像抽出手段が、上記携帯端
末によって指示された対象物を、画像認識処理によって上記撮影画像データの中から抽出
し、該対象物が含まれる部分領域の画像データを抽出する構成としてもよい。
【０１１０】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、携帯端末の利用者は、特定の対象を拡大
して確認したい場合でも、拡大したい対象物を特定するという極めて簡単な操作によって
、所望の拡大表示画像を得ることが可能となるという効果を奏する。
【０１１１】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記送信手段が、上記送信用画像デー
タを電子メールに添付して上記携帯端末に対して送信する構成としてもよい。
【０１１２】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、電子メールの添付ファイル形式で画像の
送受信を行う場合、携帯端末側では常に通信状態となっていなくても、監視画像の送信が
行われたときにのみ電子メールの受信のために通信動作を行えばよいことになるので、通
信コストの低減、ならびに携帯端末における通信処理による負担の軽減を図ることができ
るという効果を奏する。
【０１１３】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記携帯端末による部分領域の指示を
行うためのＷＥＢページをインターネット上に提供するＷＥＢ機能部をさらに備えている
構成としてもよい。
【０１１４】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、携帯端末に、監視システムセンタ装置と
通信を行うための特別なプログラムなどをインストールする必要なく、通常備えられてい
るＷＥＢ閲覧機能によって監視システムセンタ装置に対して部分領域を指示するための通
信を行うことが可能となるという効果を奏する。
【０１１５】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記携帯端末から、上記ＷＥＢ機能部
によって提供されるＷＥＢページにアクセスがなされた場合に、該携帯端末の利用者の個
人認証を行う認証部をさらに備えるとともに、上記ＷＥＢ機能部によって提供されるＷＥ
Ｂページが、上記認証部による認証によって特定された利用者に応じた内容になっている
構成としてもよい。
【０１１６】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、携帯端末から部分領域を指示するために
ＷＥＢ機能部が提供するＷＥＢページは、その利用者がよく利用するサービスや機能など
に特化したものとなるので、利用者の使い勝手を向上させることができるという効果を奏
する。
【０１１７】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、上記送信手段が、上記携帯端末によっ
て指示された撮影条件の変更内容を上記監視カメラに送信するとともに、変更された撮影
条件で撮影された画像データを上記監視カメラから受信すると、これを上記携帯端末に向
けて送信する構成としてもよい。
【０１１８】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、撮影条件が良好でない状態で撮影が行わ
れた場合でも、携帯端末からの指示により撮影条件を変更して再撮影を行わせることが可
能となるので、常に画像の状態が良好な撮影画像を入手することが可能となるという効果
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を奏する。また、このような撮影条件の変更制御は、監視システムセンタ装置によってコ
ントロールされるので、監視カメラならびに携帯端末には特別な構成やシステムを備えさ
せる必要がなくなる。よって、システム全体で考慮すれば、このような機能を有する監視
システムを構築するためのコストを低減することが可能となるという効果を奏する。
【０１１９】
　また、本発明に係る監視システムセンタ装置は、変更される撮影条件に、シャッター速
度、絞り量、出力画面サイズ、および撮影コマ数のうちの少なくとも１つが含まれている
構成としてもよい。
【０１２０】
　これにより、上記の構成による効果に加えて、上記のような撮影条件を携帯端末から制
御することが可能となると、撮影画像のクォリティを格段に向上させることができるとい
う効果を奏する。
【０１２１】
　また、本発明に係る監視システムセンタプログラムは、上記本発明に係る監視システム
センタ装置が備える各手段を、通信機能およびデータ記憶機能を有するコンピュータに実
行させるものである。
【０１２２】
　これにより、上記プログラムをコンピュータシステムにロードすることによって、上記
監視システムセンタ装置を実現することが可能となるという効果を奏する。
【０１２３】
　また、本発明に係る監視システムセンタプログラムを記録した記録媒体は、上記本発明
に係る監視システムセンタ装置が備える各手段を、通信機能およびデータ記憶機能を有す
るコンピュータに実行させる構成である。
【０１２４】
　これにより、上記記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムにロードす
ることによって、上記監視システムセンタ装置を実現することが可能となるという効果を
奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態に係る監視システムにおける、拡大表示処理の流れの概要
を示す説明図である。
【図２】　上記監視システムの概略構成を示すブロック図である。
【図３】　上記監視システムが備えるセンタ装置の概略構成を示すブロック図である。
【図４】　上記監視システムが備える監視カメラの概略構成を示すブロック図である。
【図５】　監視画像を利用者の指示に基づいて拡大表示させる処理の概要を示す説明図で
ある。
【図６】　上記監視システムにおける、撮影条件変更処理の流れの概要を示す説明図であ
る。
【図７】　拡大表示メニューを携帯電話機の表示画面に表示させた際の一例を示す画面表
示図である。
【図８】　撮影条件メニューを携帯電話機の表示画面に表示させた際の一例を示す画面表
示図である。
【図９】　上記監視システムにおける、拡大表示処理の流れを示すフローチャートである
。
【図１０】　上記監視システムにおける、撮影条件変更処理の流れを示すフローチャート
である。
【図１１】　監視カメラで撮影された画像をそのまま携帯電話機に表示させる状態を示す
説明図である。
【符号の説明】
　　１　　監視カメラ
　　２　　センタ装置（監視システムセンタ装置）
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　　３　　携帯電話機（携帯端末）
　　４　　通信ネットワーク
　　５　　携帯電話網
　１２　　利用者データベース
　１３　　画像データベース（画像データ記録手段）
　１４　　利用者認証部（認証部）
　１６　　画像認識処理部（部分画像抽出手段）
　１７　　メール処理部（送信手段）
　１８　　ＷＥＢ機能部
　１９　　画像変換部（画像変換手段）
　２０　　監視カメラ指示部（送信手段）
　２１　　撮像素子
　２２　　撮像素子制御部
　２６　　撮影制御部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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